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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名       北九州市立赤崎小学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒８０８－０００４ 

      北九州市若松区西小石町８番１号 

  E-mail     akasaki-e@kita9.ed.jp       

  Website  http://www.kita9.ed.jp/akasaki-e/    

  児童生徒数  男子１０１名   女子８０名  合計１８１名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

■ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 

 

 

 

mailto:akasaki-e@kita9.ed.jp
http://www.kita9.ed.jp/akasaki-e/
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 ３．活動内容  

 

未来につなげよう！ふるさと赤崎！ 
 

本校は平成 15年度より、総合的な学習の時間の在り方について、子どもの活動

の場を地域に求め、地域の人・こと・ものを環境・エネルギーからの視点で取り

上げて、継続的にまた繰り返し体験活動を行い、地域で生きる人の生き方（願い

や思い、行動）に触れ、自分のあり方を考える学習を積み重ねてきた。 

年度ごとにカリキュラムを見直し、私たちの町「赤崎」のよさを地域に伝え、

次世代につなげていく児童の育成に力を注いでいる。本年度のカリキュラムは以

下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域を知ることを通して、地域を大切にする心を養い、持続可能な地域社会の

担い手の育成に取り組んでいる。 

総合的な学習の時間 赤崎プラン（学校カリキュラム） 
 

○ 地域の人や社会，自然に繰り返しかかわる意識の連続・発展を目指した学習 

○ 地域の人・もの・ことに深くかかわる探究的・協同的な学習 
 

 単元名 

3年 

 

 
 

自分たちの願いを込めた山笠を作製し，地

域の伝統行事「小石ちょうちん山笠」に参加

することで，地域への愛着と誇りに思う心を

育む。 

GT：保存会の方々 

 

 
 

地域に住む年長者を訪問する活動を通して，年

長者の趣味や健康について知り，生きがいや楽し

く生きることの大切さに気付かせ，自分の健康な

どについて考えることができる。 

GT：地域のお年寄りの方々 

【他教科との関連】 

社会「まちに伝わる祭りや行事」 

道徳「心の花たば」（中４－⑸郷土愛） 

【他教科との関連】 

国語「すじ道を立てて話そう」 

道徳「おじいさんとぼく」（中４－⑶家族愛） 

4年 

 

 
 

児童の生活に身近な空き

缶のリサイクル活動を体験

し，リサイクルの大切さを理

解する。 

GT：カーズ・環境ミュージアムの方々 

 

 
 

地域に住む独り暮らしの

高齢者との交流を通して，高

齢者の思いや願いの理解を

深め，地域の一員として自分

たちにできることを考える。 

GT：地域のお年寄りの方々、ボランティアの方々 

 

 
 

自分史の作成等を通して、

家族や周囲の方への感謝と、

夢や希望をもち、自己肯定感

を高めることができる。 

GT：保護者 

【他教科との関連】 

社会「ごみはどこへ」 

 

【他教科との関連】 

国語「新聞のとくちょうと作り方を知ろう」 

道徳「かっぱの里 筑前若松」（中４－⑸郷土愛） 

【他教科との関連】 

道徳「ぼくが生まれた日」 

5年 

 

 
 

産業廃棄物の処理について関心を高め，エ

コタウンの意義を知り，資源循環型社会の実

現とエコ生活について考える。また，森林の

働きを理解し，緑の回廊作りに参加する。 

GT：森の専門家・環境局の方 

 

 
 

乳児保育所を訪ね，ミニ保育士体験をする

ことで，生命の大切さや自分の生き方を考え

る。 

GT：深町どんぐりのもり保育所子ども，職員 

【他教科との関連】 

理科「人のたんじょう」 

体育（保健）「病気の予防」（心の健康） 

道徳「家族の紹介」 

【他教科との関連】 

社会「森林と生きる」「くらしを支える情報」 

道徳「世界の文化遺産」（高４－⑺郷土愛・愛国心） 

6年 

 

 
 

校区にある風力発電や若松電源開発につ

いて調べ，CO₂の発生をおさえた新エネル

ギーの大切さに気付かせ，地球環境について

考え，自分たちにできることを実行する。 

GT：電源開発の方々 

 

 
 

けやきの杜の方との交流を基に，高齢者福

祉や老人介護について調べ，年長者とともに

生きる社会の実現について考える。 

 

GT：けやきの杜の入居者，職員 

【他教科との関連】 

理科「電気の性質とはたらき」 

家庭「くふうしよう 朝の生活」 

【他教科との関連】 

社会「暮らしの中の政治」 

道徳「言葉の力，わたしの思い」（高２－⑵思いやり・親切） 

 

【郷土・環境】 

 

【福祉・健康】 

「エネルギーと環境～赤崎」 

【環境】 

「高齢者とともに生きる」 

【福祉・健康】 

「わたしたちの町に森を作ろう」 

【環境】 

「いのちをみつめて」 

【福祉・健康】 

「 」 

【環境】 

「 」 

【福祉】 

「 」 

【キャリア】 
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本年度の各学年の取り組み 

各学年、環境（郷土）分野の１実践を紹介する。 

 

3年生 「小石ちょうちん山笠をもりあげよう」 

学習したことや体験を通して、地域を大切にし

伝統を守りたいという思いを込めて山笠を作成し

た。祭り当日は自分たちで作った山笠をかつぎ、

地域の方々と一緒になって祭りを盛り上げていっ

た。単元終了後の児童の感想には、「地域の人とな

かよくなってよかったです。」「地域の人といっし

ょにお祭りをして赤崎・小石のよいところを見つ

けました。」という内容が多かった。この言葉には、

児童が主体的に活動し、自信と地域を愛する心が

育った姿が見受けられる。 

 

4年生 「リサイクルセンター赤崎～あきかんリサイクルを広めよう～」 

本校では，毎年４年生が空き缶リサイクルに取り組んでいる。そのため，１学

期の社会科「健康なくらしとまちづくり」の学習を行った際，子どもたちから「今

年も空き缶リサイクルをするんですか。」という声があがった。そこで，本校が

平成１５年から空き缶リサイクルに取り組んでいること（資料１）や，平成２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度には，空き缶リサイクルが北九州で一番多かったこと賞状等を用いてを紹介

した（資料２）。しかし今現在は，以前のように空き缶リサイクルが活発に行わ

れておらず，学校内にある空き缶回収場にある空き缶のほとんどが，地域の方が

持ち込んでくださったものであることを伝えた。以前のよ

うに空き缶リサイクルを盛んにするにはどうすればよいか

問いかけると，「自分たちが空き缶を持って来れば良い。」，

「他の学年の人にも空き缶を持って来てもらえるように呼

びかければよい。」，「そうすれば，前のように赤崎小学校が

空き缶リサイクルで１位になれる。」などの意見が出された。

そこで、学習問題「あ

きかんリサイクルを

全校に広めよう。」を

設定して活動を始め

た。このように，「毎

年しているから今年もする。」ではなく，子

どもの意欲を高めるような事象を提示する

【資料１（左）】 【資料２（右）】 

【資料４】あきかんの回収を行う４年生 

【資料３】 

あきかんを持ってきてくれた

児童を放送している４年生 
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ことで，子どもたちは全校児童に呼びかける方法を意欲的に考えていた。それら

の方法は「放送（資料３），ポスター，手紙，スタンプカード，景品作り」と昨

年度までとあまり変わりはないが，準備を進める際，友達と協力してよりよいも

のを作ろうと張り切っていた。現在，毎週火曜日と金曜日の朝，当番を決めて集

中下足センターで空き缶回収を行っている（資料４）。３月の終わりまで継続し

て活動を行う予定である。 

 

5年生 「わたしたちのまちに森をつくろう」 

本単元は「エコタウンについて調べる」「わたした

ちの町に森をつくろう」の二部構成で学習を進めた。 

初めに、エコタウンを緑の森に

しようという計画があるとい

う事実に出合わせるため、環境

局の方に来校して話をして頂

いた。児童は、「緑の回廊構

想」計画に賛同し、どんぐ

り集めをしたいと意欲的に

どんぐり拾いの体験活動を

行った。児童の熱心な活動

の結果、たくさんのどんぐりを集めることができた。環境局の方が、どんぐりが

入ったバケツを提示し、「エコタウンを緑の森にするためには、こんなにたくさん

のどんぐりが必要です。」と言われたので、どうすればよいか考え「専門の方に呼

びかけ、どんぐりの苗づくりを手伝ってもらいたい。」という思いをもつようにな

った。「手伝ってもらうためには、森を作ったらどんなよいことがあるか分かった

ら、手伝いたいと思うようになるよね。」という教師の提案を基に、学習問題「森

のよさや大切さを知らせ合い、森づくりに協力しよう。」を設定した。 

児童が集めたどんぐりで、環境局の方と苗木作りを行った。苗木作りが終わっ

た後、上記のような話を環境局の方にしていただいた。児童は熱心に話を聞き、

苗木の世話に意欲的に取り組もうとする姿勢やこれからの赤崎の町をどのように

変えたいかという思いが学習

後の感想文（資料５）からも

うかがえた。そして、卒業後、

３月末に毎年緑の回廊植樹地

に児童が育てたどんぐりの苗

木を地域の方や企業の方と、

渡り鳥を誘導する緑の回廊に

なることを願って植樹することになっている。 

 

６年生 「エネルギーと環境 ～ 赤崎から伝えます！私たちにできることを ～」 

本単元は，第一部「現在の日本の発電の様子」，第二部「電気エネルギーを有

効に使うために，自分たちにできること」の二部構成で学習を進めた。 

第一部では，電源開発会社の方との連携により，現在の日本の発電の様子や問

題点を調べてきた。第一部の最後に電源開発会社の方に「現在，自然のことを考

え，自然エネルギーへの変換に努めているが現実的に難しい。だからみんなによ

い節電方法を考えてほしい。」と話をしていただき，第二部へつないでいった。 

みなさんと一緒にどんぐりの苗木作りができ

てよかったです。これから１年と４か月お世話を

よろしくお願いします。そして、１年４か月後、

植樹会で一緒に苗木を植えて、わたしたちの町赤

崎に森を作りましょう。（一部抜粋） 

【資料５】 苗木作り後のM児のワークシートへの記述内容  
○ 今日保存していたどんぐりを使って苗木作りを行い
ました。ぼくたちの先ぱいの木のように大きくなって
ほしいので、お世話をしっかりしようと思いました。
そして、ぼくたちの町が緑がいっぱいで、渡り鳥が来
る町になってほしいです。今からそのことを考えると
ワクワクします。 
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第二部では，節電に効果がある方法を調べたり，グループで整理・分析をした

りして，グループごとに模造紙にまとめ（資料６），

学級全体で交流し合った。資料７は，学習後の児

童の感想である。 

 

 

 

 

 

このように，児童が節電の大切さを実感するこ

とができたのは，単元構成を工夫し，児童の思考

の流れに沿い，協同的な探究が続きやすい単元構

成になるように工夫した結果だと考えられる。 

 

 

 

本校では、6年生が電気エネルギーや節電に

ついて総合的な学習の時間を中心に学習して

いることと、昨年度の６年生が節電について全

校に呼びかけ

た（資料７）

ことから、夏

休みに北九州

市教育委員会

が 主 催 す る

「省エネ王コ

ンテスト」に応募した。本年度は、「最優秀学校賞」

を受賞した（資料８）。このように、学習したこと

を家庭でも実践しようとする態度が育ちつつある

と考えられる。今後も、学習したことが生かせる

ように、呼びかけていきたいと考える。 

 

【資料 6】節電方法を模造紙にまとめたもの 

【資料 7】学習後の児童の感想 

これからは，一人一人が「節電」や「省エネ」を心が

けて，電気の使い方を考えていかないといけないと思う。

そして，私たちが家族に節電方法を教えて実行すること

が大事だと思う。 

【資料７】節電をよびかけるために、

全校児童に配布したステッカー 

【資料８】省エネ王学校賞の賞状 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


